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（ U.S. Department of Homeland
Security）をはじめとする政府高
官、William Bonvillian立法担当責
任者（Joseph I. Lieberman上院議
員事務所）等の議会関係者、Ann
Jackson学長（President, Rensse-
laer Polytechnic Institute） や
Karen A. Holbrook学 長 （ The
Ohio State University）をはじめ
とする大学関係者、政策シンクタ
ンクのアナリスト、企業のＲ＆Ｄ
マネージャー、さらには諸外国の
科学技術政策の関係者等、計500
名以上が参加し、
蘆2004年度の連邦政府R&D予
算の見通し
蘆科学技術によるホームランド
セキュリティ強化
蘆留学生や外国人研究者のビザ
問題
蘆各省における科学技術政策の
動向
等について議論した。
2003年2月3日、Bush米大統領
は2004年度の予算教書をリリー
スし、R&D予算として1227億ド
ル（対前年比4.4%増）を要求した。
この内訳を見ると、ディフェンス
開発とホームランドセキュリティ
R&Dが大幅アップしているが、
非ディフェンスR&Dはほぼ前年
並み（0.1%増）である（詳細は、
科学技術動向2003年2月号「2004
年度米国大統領予算教書に見る
R&Dプライオリティの変化」参
照）。今後、連邦議会による予算
審議が始まる。イラク戦争やその
後の復興支援による財政赤字の拡
大を考慮すれば、議会でR&Dを
含む国内支出の抑制プレッシャー
が働く可能性が高い。AAAS
R&D Budget and Policy Program
のKei Koizumiディレクターはコ
ロキウムの講演で、「2004年度政
府R&D予算では、Bush政権が重
視するディフェンスとホームラン
ドセキュリティが増え、非ディフ
ェンスの研究が減るゼロサムゲー
ムとなる」との見通しを述べた。
イラク戦争の最中に開催された
コロキウムでは、ホームランドセ
キュリティに関する話題が注目を
集めた。去る3月にDHS（Depart-
ment of Homeland Security）が稼
働を始め、McQueary科学技術担
当次官の下で、ホームランドセキ
ュリティ関連の科学技術政策が進
められている。図表 1に示すDHS
の組織図のうち、主に科学技術政
策を担当するのがDirectorate of
Science and Technologyであり、
同局局長は科学技術担当次官が兼
任している。また、同局にはDARPA
（ Defense Advanced Research
Projects Agency, Department of
Defense）をモデルとしたHSARPA
（ Homeland Security Advanced
Research Projects Agency）が設
置され、基礎研究から製品開発ま
で、ホームランドセキュリティに
関するあらゆるR&Dプログラム
の フ ァ ン デ ィ ン グ を 行 う 。
HSARPAの2004年度予算は3億5
2003年4月10～11日、ワシン
トンDCにてAAAS（American
Association for the Advancement
of Science）の科学技政策コロキ
ウムが開催された。毎年春に開催
される同コロキウムは28年の伝
統を持ち、また、科学技術政策を
テーマにした会議としては全米で
最大規模を誇る。今年は、John
H. Marburger大統領科学補佐官、
Elias A. Zerhounis所長（National
Institute of Health）、 Charles A.
McQueary 科学技術担当次官
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千万～5億ドルとなる見通しであ
る （“ Department of Homeland
Security Opens Doors, Proposes
$1.0 Billion for R&D”, AAAS R&D
Budget and Policy Program,
March 4, 2003）。
McQueary科学技術担当次官は
コロキウムの講演で、Directorate
of Science and Technologyの主要
業務について下記の通り紹介した。
蘆局内R&D
National Laboratory for Home-
land Securityを設置し、学際的に
ホームランドセキュリティ関連
R&Dを推進する。同研究所は、
既存のTechnology Security Labo-
ratory（ Transportation Security
Administration）、Environmental
Measurements Laboratory、 U.S.
Coast Guard、U.S. Secret Service、
旧 Immigration and Customs Ser-
vices等から移管されたホームラ
ンドセキュリティ関係のR&Dプ
ログラムを実施するとともに、今
後 は NIHや CDC（ Centers for
Disease Control and Prevention）
と共同で生物関連プログラムを、
USDA（US Department of Agri-
culture）と共同で食品安全プログ
ラムを進める予定である。
蘆産学官連
産学と連携しながら、ホームラ
ンドセキュリティ強化のための
R&Dを推進する。また産業と協
力して、ホームランドセキュリテ
ィ関連技術の標準化や技術移転を
進める。
蘆人材育成
ホームランドセキュリティ関連
R&Dの人材を育成するため、ド
クターやポスドクを対象としたフ
ェローシッププログラムを実施す
るとともに、奨学金制度を整える。
また、McQueary科学技術担当次
官は同じくコロキウムの講演で、
DHSイニシアティブについても下
記の通り紹介した。
蘆Border Protection and
Monitoring
国境において核兵器や違法機材
等の米国への持込を発見する技術
を開発する。
蘆Biological Protection
病理研究所、緊急処置室（ER）、
薬品の店頭販売等の監視技術や、
突発的な感染症の兆候を検出する
技術を開発する。
蘆 Information Analysis
様々な情報ソースから集めた
様々な形態の情報を包括的に分析
し、情報ネットワークの不正利用
やサイバー攻撃を未然に防ぐ情報
分析システムを開発する。
図表1 DHSの組織図
（DHS公式webサイトから）
今回のコロキウムでは、アジア
を中心に猛威を振るっている
SARS（Severe Acute Respiratory
Syndrome）に関する話題にも関
心が集まった。NIHのZerhounis
所長はコロキウムの講演で、「NIH
で は CDC（ Centers for Disease
Control and Prevention）を中心
にSARSの研究を活発に進めてい
るが、米国内だけでなく香港にあ
るNIHラボでも精力的にSARSの
原因解明と予防法の開発に取り組
んでいる。またR&Dだけでなく、
CDCのウェブサイト等でSARSの
情報提供も積極的に実施してい
る」と、紹介した。さらに同所長
は、全米のメディカルスクールに
95億ドル設備投資する計画を紹介
し、NIHの設備投資縮小に対する
アカデミックコミュニティの懸念
を一掃した。去る2月3日に公表
された2004年度の予算教書にお
いて、予算倍増キャンペーンが終
了したNIHは、研究所全体の予算
が伸び悩む中で十分なR&Dファ
ンディング予算を確保するため、
設備投資の縮小を提案していたの
である（科学技術動向2002年4月
号特集「米国科学技術政策の最新
動向　―2002年　AAAS年次コ
ロキウム速報―」参照）。
4．NIHの科学技術政策動向
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コロキウムのキーノートスピー
チでJohn H. Marburger大統領科
学補佐官は、「コロキウムで話す
べきテーマとして科学技術政策の
最新動向や優先課題等、様々考え
られるが、今日は特に米国のサイ
エンスコミュニティおよび高等教
育コミュニティに深刻な影響を及
ぼしている問題に絞って話した
い」と切り出した。毎年恒例とな
っている大統領科学補佐官のキー
ノートスピーチは、連邦政府の科
学技術政策の重点テーマについて
幅広く紹介するのが通常である。
例えば、昨年のMarburger補佐官
によるキーノートスピーチは、テ
ロとの戦いやホームランドセキュ
リティを強化するR&Dイニシア
ティブ、政府R&D投資における
分野間のバランス問題、ナノテク
ノロジーやライフサイエンス等の
分野別重点化戦略、連邦政府の
R&Dマネージメント改革等、多
岐に渡った内容であった（詳細は、
科学技術動向2002年4月号特集
「米国科学技術政策の最新動向
―2002年　AAAS年次コロキウ
ム速報―」参照）。このため、ビ
ザ問題に焦点を絞った今年のキー
ノートスピーチは、大方の予想を
反するものであり、厳しさを増す
セキュリティスクリーニングが、
米国の科学技術活動にいかに深刻
な影響を及ぼしているか、あるい
は今後及ぼすと懸念されているか
がうかがえた。
本章では、Marburger補佐官の
講演をもとに、現在のビザ問題の
原因やその解決へ向けた政府の取
り組みについて概観する。
５‐１
留学生や外国人研究者への
ビザ発給状況
最新のChronicle of Higher Edu-
cation（http://chronicle.com）の
特集"Closing the Gates"は、ホー
ムランドセキュリティの強化が、
これまで米国のR&D競争力の強
化やそれによる経済発展、市民生
活の質の向上等に寄与してきた留
学生や外国人研究者に対して、研
究活動の門戸を閉じようとしてい
る（closing the gates）と指摘し
ている。米国のサイエンスコミュ
ニティや高等教育コミュニティは
留学生や外国人研究者を排除しよ
うとしているのか。これに対して、
Marburger補佐官はコロキウムの
講演で、一般的に留学生や任期付
き外国人研究者に発給されるFビ
ザ、MビザおよびJビザの申請許
可率は、過去5年間でわずかに減
少しているが、大きな減少は見ら
れないと指摘する。同補佐官によ
れば、「米国は留学生や外国人研
究者を閉め出しているのではな
く、受け入れ審査の遅延が原因で
ある」とのことである。
５‐２
ビザ審査プロセス
本説ではビザ問題の理解を深め
るため、現行のビザ審査プロセス
について概観する。留学生や任期
付き外国人研究者に発給されるF
ビザ、MビザおよびJビザに必要
な審査は、通常、
蘆CLASS（ Consular Lookout
Automated Support System）
蘆MANTIS（カマキリ）
蘆CONDOR（コンドル）
の3つである。CLASS（Con-
sular Lookout Automated Support
System）は申請者の名前を、FBI
の National Criminal Information
Centerによる犯罪者名簿やCIA
のテロリスト名簿等と照合する審
査で、すべての案件に適用される。
これに該当したものはワシントン
の専門機関へ回され、追加審査を
受ける。Marburger補佐官によれ
ば、ワシントンで追加審査を受け
る案件の約90%は30日以内に処理
されるため、これがビザ申請を大
きく遅延させている要因とは言い
がたい。
MANTISは、国務省や関連省
庁が作成した“TAL（Technolo-
gy Alert List）”によるスクリー
ニングで弾き出された案件を対象
とする審査で、“Immigration and
Nationality Act”のセクション
212の指示に基づき、商品、技術、
機密情報などの輸出に関する法律
に違反する恐れのある申請者の入
国を防ぐことを目的とする。Mar-
burger補佐官によれば、MAN-
TISへ回される案件は2000年に約
1,000件、2001年に約2,500件、
2002年に約14,000件と急増してお
り、現在では未処理理案件が常に
1,000件を越えている。
CONDORもMANTISと同様、
ある特定の基準を満たした案件を
対処とする審査で、同時多発テロ
以降に設けられた。CONDORの
目的は、テロリストの可能性があ
る申請者を除外することである。
５‐３
ビザ審査の遅延解消へ向けた
連邦政府の取り組み
前述の通りビザ申請許可率の変
化が過去五年間で小さいことか
ら、MANTISやCONDORによっ
て申請が却下されているのではな
く、処理に時間がかかっているこ
とは明らかである。市民の安全を
守るためホームランドセキュリテ
ィの強化が重要であることは言う
までもないが、だからと言ってビ
ザ審査の遅延問題を放置すれば、
5．留学生や外国人研究者のビザ問題
米国の科学技術政策動向　―2003年AAAS年次コロキウム速報―
39Science & Technology Trends   April  2003
特集4
必要なときに必要な研究を行うタ
イミングを逃し、米国のサイエン
スコミュニティや高等教育コミュ
ニティに深刻な影響を与えるであ
ろう。この点は、連邦政府も十分
に理解しており、審査プロセスの
見直しや処理担当者の増強等の取
り組みを実施しているが、未処理
案件は増え続ける一方である。
Marburger補佐官は、「ビザ審査
の遅延問題は、我々の努力で解消
できる」と主張し、そのための方
策として以下を提案している。
* 外部の専門家コミュニティと連
携し、ビザ審査の各種プロセスの
迅速化に役立つ人材を継続的かつ
組織的に新規雇用する。
蘆CLASS、MANTIS、CON-
DORにおける重複審査を排
除し、審査の迅速化を図る。
蘆申請者の受け入れ先からの情
報提供システムを改善し、無
用なビザ審査を避ける。
また、Marburger補佐官は、審
査プロセスの進行状況を申請者へ
開示し、申請者の心配を軽減させ
ることを提案している。これは、
理由も知らされず、不安な心持ち
で長期間、ビザ審査の結果をまつ
留学生や外国人研究者にとって朗
報である。
これまで米国は世界中から優秀
な人材を集め、同国の成長の原動
力としてきた。特に科学技術分野
における外国人の貢献は大きく、
スタッフの半数以上がインドや中
国をはじめとする諸外国の出身者
で占められるラボも少なくない。
ビザ審査の遅延は、こうした土台
を揺るがし、米国のR&D競争力
を低下させる恐れがある。今回の
コロキウムでMarburger補佐官が
ビザ遅延問題を取り上げ、改善策
を提案したキーノートスピーチ
は、サイエンスコミュニティ、高
等教育コミュニティおよびアメリ
カ行きを志す留学生や研究者に心
強いメッセージとなった。
イラク戦争の最中、またSARS
が猛威をふるう中で開催された今
年のAAAS年次コロキウムでは、
ホームランドセキュリティや感染
症に関するR&D政策が関心を呼
んだ。また、イラク戦争およびそ
の後の復興支援のための臨時支出
による財政赤字の拡大が国内支出
の抑制プレッシャーとなり、2004
年度のR&D予算は、ディフェン
ス開発とホームランドセキュリテ
ィR&Dの増加と、非ディフェン
ス系研究の低下というゼロサムゲ
ームとなる見通しである。
ホームランドセキュリティの強
化にともなってビザ審査が長期化
しており、サイエンスコミュニテ
ィや高等教育コミュニティに深刻
な影響を与えている。今後も米国
がR&D競争力を維持、向上して
いくには、早急なる取り組みが必
要であり、今回、Marburger補佐
官が具体的な改善策を示したこと
は大きな一歩と言えよう。
6．おわりに
